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	出題の意図
	解答例
	直鎖状DNAが長さに応じた移動度を示すのに対して、タンパク質は同じ長さでも異なる立体構造をもつことで移動度に差が出やすいので立体構造を破壊して変性させる必要がある。SDSの１つ目の役割は、タンパク質を変性させることである。
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